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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第74期
第３四半期
連結累計期間

第75期
第３四半期
連結累計期間

第74期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 6,040,089 6,047,666 8,225,001

経常利益 (千円) 203,578 221,943 328,187

四半期(当期)純利益 (千円) 142,621 131,466 228,878

四半期包括利益又は包括利益 （千円) 131,277 203,676 294,203

純資産額 (千円) 4,777,527 5,068,476 4,934,078

総資産額 (千円) 8,940,261 9,562,011 9,716,772

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 16.55 15.26 26.56

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 52.5 51.9 49.8
 

　

回次
第74期
第３四半期
連結会計期間

第75期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 11.81 10.78
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）において営まれている事業

の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関す

る事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証

券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連

結子会社）が判断したものであります。

　(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、金融緩和をはじめとした政策効果を背景に、円高

の是正や株価の上昇が進んだことにより緩やかな回復基調が持続しましたが、原材料価格の上昇ならび

に消費税増税後の景気減速懸念等、総じて先行きの不透明感は払拭されない状況で推移いたしまし

た。　

生産設備支援業種としての当電気機器業界におきましては、企業収益の改善にともない設備投資に広

がりが出てきたものの、依然として投資姿勢は慎重であり、力強さに欠ける受注環境で推移いたしまし

た。　

このような状況のもと、当社グループは、現在進めておりますタイ王国における新設子会社の稼働準

備、変圧器製造工場の建替えによる生産性の向上ならびに本社機能の移転による利便性の向上など将来

に向けた生販体制の整備・強化を図りつつ、社長直轄組織として市場開拓部門を設け、迅速な意思決定

のもと国内外に係る新規市場開拓ならびに既存顧客への深耕開拓など積極的な営業展開を図ってまいり

ましたが、当社国内外グループ企業における盤分野の低迷および当上半期に出遅れたセンサ分野の影響

などにより、当第３四半期連結累計期間の売上高は6,047百万円(前年同四半期比0.1％増)となりまし

た。　

利益面につきましては、技術研究費など販売費及び一般管理費が増加したものの、適正利益を意識し

た受注活動の推進ならびに売上原価率の改善活動等により、営業利益は188百万円(前年同四半期比

16.0％増)、経常利益は221百万円(前年同四半期比9.0％増)、四半期純利益は、法人税等合計96百万円

を計上したことなどにより、131百万円(前年同四半期比7.8％減)となりました。　

各セグメントごとの業績は以下の通りであります。

① 国内制御装置関連事業

エンジニアリング部門につきましては、円高是正を背景とした海外需要の回復等による印刷制御装

置分野の増加や鉄道関連向け需要が伸長したものの、受注獲得競争が厳しい状況にある配電盤分野が

減少したことなどにより、当部門の売上高は1,770百万円（前年同四半期比2.0%減）となりました。

機器部門につきましては、新エネルギー関連設備向けなど表示器分野が増加したものの、当上半期

まで在庫調整等による需要減を受けたエレベータ関連向けセンサが減少したことなどにより、当部門

の売上高は1,667百万円（前年同四半期比5.1%減）となりました。
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変圧器部門につきましては、新エネルギー関連市場向け乾式変圧器ならびに受配電用乾式変圧器の

需要が伸長したことなどにより、当部門の売上高は1,608百万円（前年同四半期比11.0%増）となりま

した。

以上の結果、国内制御装置関連事業の売上高は5,045百万円（前年同四半期比0.7%増）となり、セ

グメント利益は、適正利益を意識した受注活動の推進ならびに収益性の低い配電盤分野の売上高が減

少したことなどにより、221百万円（前年同四半期比22.0%増）となりました。

②　海外制御装置関連事業　

海外制御装置関連事業につきましては、日系企業および中国企業向け受配電盤が大幅に減少したこ

となどにより、当事業の売上高は484百万円（前年同四半期比0.4%減）となり、セグメント損失は、

売上原価率の上昇等により29百万円(前年同四半期はセグメント利益2百万円)となりました。

③　樹脂関連事業　

樹脂関連事業につきましては、自動車業界向けの需要は伸長したものの、道路交通安全資材分野が

減少したことにより、当事業の売上高は517百万円（前年同四半期比4.5%減）となり、セグメント利

益は、樹脂分野における新製品投入が貢献したことなどにより29百万円(前年同四半期比49.7%増)と

なりました。
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　(2) 財政状態の分析

① 資産の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ154百万円減少し9,562百万円とな

りました。

流動資産は321百万円減少の6,547百万円となりました。これは主に、たな卸資産が68百万円増加した

ものの、受取手形及び売掛金が315百万円減少したことなどによるものであります。

固定資産は、166百万円増加の3,014百万円となりました。これは主に、有形固定資産の増加115百万

円などによるものであります。

② 負債の分析

　当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ289百万円減少し、4,493百万円と

なりました。

流動負債は、81百万円減少の3,225百万円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金の減少59

百万円ならびに未払法人税等の減少47百万円などによるものであります。　

固定負債は、207百万円減少の1,267百万円となりました。これは主に、退職給付引当金が53百万円増

加したものの、長期借入金が273百万円減少したことなどによるものであります。　

③ 純資産の分析

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ134百万円増加し、5,068百万円と

なりました。　

これは主に、利益剰余金の増加62百万円および為替換算調整勘定の増加53百万円などによるものであ

ります。　

　

　(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

　

　(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は83百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。　
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 18,000,000

計 18,000,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年２月12日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引

業協会名
内容

普通株式 9,388,950 同左
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数 1,000株

計 9,388,950 同左 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年10月１日～
平成25年12月31日

― 9,388,950 ― 1,037,085 ― 857,265
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日現在）に基づく株主名簿

による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 775,000

 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,577,000
 

8,577 ―

単元未満株式 普通株式 36,950
 

― ―

発行済株式総数 9,388,950 ― ―

総株主の議決権 ― 8,577 ―
 

　

② 【自己株式等】

  平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
　東洋電機株式会社

愛知県春日井市味美町2-156 775,000 ― 775,000 8.26

計 ― 775,000 ― 775,000 8.26
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 相談役 松尾　康男 平成25年８月15日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,950,547 1,903,396

受取手形及び売掛金
※2 3,698,299 ※2 3,383,269

商品及び製品 246,761 212,217

仕掛品 472,519 641,308

原材料及び貯蔵品 355,977 290,680

繰延税金資産 111,089 82,191

その他 34,062 34,652

貸倒引当金 △380 △359

流動資産合計 6,868,876 6,547,355

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 516,577 486,500

土地 1,109,287 1,199,486

建設仮勘定 － 61,276

その他（純額） 274,208 268,552

有形固定資産合計 1,900,073 2,015,816

無形固定資産

土地使用権 184,322 209,610

その他 59,613 50,216

無形固定資産合計 243,935 259,827

投資その他の資産

投資有価証券 338,542 346,518

繰延税金資産 181,452 200,106

その他 188,730 197,225

貸倒引当金 △4,839 △4,839

投資その他の資産合計 703,886 739,011

固定資産合計 2,847,896 3,014,655

資産合計 9,716,772 9,562,011
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※2 1,481,891 ※2 1,422,680

短期借入金 1,246,764 1,240,510

未払法人税等 102,225 54,321

賞与引当金 175,880 115,406

製品補償引当金 15,000 14,170

その他
※2 285,761 ※2 378,736

流動負債合計 3,307,522 3,225,825

固定負債

長期借入金 680,934 407,697

長期未払金 68,020 75,716

繰延税金負債 5,371 5,371

退職給付引当金 422,429 476,343

役員退職慰労引当金 169,950 183,420

その他 128,464 119,162

固定負債合計 1,475,171 1,267,710

負債合計 4,782,694 4,493,535

純資産の部

株主資本

資本金 1,037,085 1,037,085

資本剰余金 857,405 857,405

利益剰余金 3,065,816 3,128,371

自己株式 △177,281 △177,639

株主資本合計 4,783,025 4,845,223

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 43,166 53,693

為替換算調整勘定 9,640 63,036

その他の包括利益累計額合計 52,806 116,729

少数株主持分 98,246 106,523

純資産合計 4,934,078 5,068,476

負債純資産合計 9,716,772 9,562,011
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 6,040,089 6,047,666

売上原価 4,417,263 4,339,110

売上総利益 1,622,825 1,708,555

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 91,413 101,857

給料手当及び賞与 469,330 515,315

賞与引当金繰入額 35,426 44,033

退職給付費用 32,688 32,971

役員退職慰労引当金繰入額 36,919 15,685

福利厚生費 125,083 144,232

旅費及び交通費 63,267 67,516

減価償却費 44,611 43,501

賃借料 39,709 41,214

技術研究費 68,434 83,484

その他 453,533 430,419

販売費及び一般管理費合計 1,460,417 1,520,233

営業利益 162,408 188,322

営業外収益

受取利息 1,156 1,755

受取配当金 18,600 16,993

受取賃貸料 13,586 15,153

生命保険配当金 21,454 －

為替差益 － 16,561

雑収入 17,953 14,446

営業外収益合計 72,750 64,911

営業外費用

支払利息 19,122 20,550

不動産賃貸原価 8,548 10,587

雑損失 3,909 152

営業外費用合計 31,580 31,290

経常利益 203,578 221,943

特別利益

固定資産売却益 18 0

投資有価証券売却益 － 3,848

特別利益合計 18 3,848

特別損失

固定資産除却損 774 3,625

投資有価証券評価損 1,225 －

特別損失合計 1,999 3,625

税金等調整前四半期純利益 201,596 222,166
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

法人税、住民税及び事業税 22,445 92,047

法人税等調整額 34,932 4,476

法人税等合計 57,378 96,523

少数株主損益調整前四半期純利益 144,218 125,643

少数株主利益又は少数株主損失（△） 1,596 △5,823

四半期純利益 142,621 131,466
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 144,218 125,643

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △17,587 10,526

為替換算調整勘定 4,647 67,506

その他の包括利益合計 △12,940 78,032

四半期包括利益 131,277 203,676

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 128,825 195,389

少数株主に係る四半期包括利益 2,452 8,286
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１ 受取手形裏書譲渡高

　

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

受取手形裏書譲渡高 61,931千円 98,344千円
 

　

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しており

ます。

なお、当第３四半期連結会計期間末日は金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末

日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

受取手形 66,622千円 70,840千円

支払手形 181,571 〃 　  200,620 〃

その他（設備関係支払手形） 320 〃 523 〃
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおり

であります。

　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 123,016千円 116,683千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月22日
定時株主総会

普通株式 34,459 4 平成24年３月31日 平成24年６月25日 利益剰余金

平成24年11月６日
取締役会

普通株式 34,457 4 平成24年９月30日 平成24年12月４日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月21日
定時株主総会

普通株式 34,457 4 平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金

平成25年11月７日
取締役会

普通株式 34,452 4 平成25年９月30日 平成25年12月３日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

     （単位：千円）

 

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２

国内制御装
置　　関連事

業

海外制御装置
関連事業

樹
脂　　　　　
関連事業

売上高       

  外部顧客への売上高 5,011,360 486,641 542,087 6,040,089 － 6,040,089

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

178,547 366,007 － 544,554 △544,554 －

計 5,189,907 852,649 542,087 6,584,643 △544,554 6,040,089

セグメント利益 181,390 2,183 19,605 203,179 398 203,578
 

（注）１ セグメント利益の調整額398千円は、セグメント間の取引消去金額であります。
　　　２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２

国内制御装
置　　関連事

業

海外制御装置
関連事業

樹
脂　　　　　
関連事業

売上高       

  外部顧客への売上高 5,045,545 484,490 517,630 6,047,666 － 6,047,666

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

164,506 534,363 － 698,869 △698,869 －

計 5,210,051 1,018,853 517,630 6,746,536 △698,869 6,047,666

セグメント利益又は損
失（△）

221,207 △29,947 29,343 220,603 1,339 221,943
 

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額1,339千円は、セグメント間の取引消去金額であります。
　　　２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

　１株当たり四半期純利益金額 16円55銭 15円26銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 142,621 131,466

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 142,621 131,466

   普通株式の期中平均株式数(千株) 8,614 8,613
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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２ 【その他】

　第75期（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）中間配当については、平成25年11月７日開催

の取締役会において、平成25年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次の通り中

間配当を行うことを決議いたしました。

①配当金の総額　　　　　　　34,452千円

②１株当たりの金額　　　　　　　　４円

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成25年12月３日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   渡   辺   眞   吾   印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   髙   橋   浩   彦   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月12日

東洋電機株式会社

取締役会  御中

　

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東
洋電機株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東洋電機株式会社及び連結子会社の平成25
年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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